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例 E 第1章 船山遺跡第3次発掘調査報告

1.本書はllオ団法人東大阪市文化財協会が実施したマンション建設に伴う船山造跡第3次発掘調査お

よび共同住宅建設に伴う神並遣跡第23次発掘調壺整理事業の報告書である。

2. 船l廿遣跡第 3次発掘調壺は株式会社大京から依頼を受け、東大阪市六万寺 3丁目 635-1,636-1,642

番地で 1994年2月21日～同 6月6Elまで現地調査を実施した。神並遺跡第23次発掘調査は木積

一元氏から依頼を受け、東大阪市西石切町 1丁目 1-1,5-1,6,7-3で1999年7月8日～同 8月30日ま

で現地調杏を実施した。

3.現地調査および整則作業にかかる費用は、それぞれの事業の開発者が全額を負担した。

4. 船l＿II追跡第 3次発掘調査の現地調査および報文の執筆は財団法人東大阪市文化財協会・別所秀高

が、神並追跡第 23 次発掘調在は同•井上仲ーがこれを行った。

5. 現地における測屈基準のうち水準高は東京湾中等潮位 (T.P.）を、平而座標は 1952年の国土調査

施行令で定められた国土平面直角座標第VI系を川いた。

6.現地調査にあたっては、開発者および施工業者の関係各位、調査地近隣住民の御協力を得た。心

より感謝いたします。また、現地調奔および整理作業には以下の袖助員が参加した（五十音順）。

（船山遺跡第 3次発掘調杏）
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1.1 はじめに

船山遺跡は生駒山匝麓の東大阪市六万寺 1,2, 3丁目にかけて

拡がる遺跡である（図 1.1)。1970年ごろの宅地開発にともなって

周辺から土師器や須恵器が採集されたことで周知された。遺跡推定

範囲内には式内社の一である梶無神社が鎖座している。梶無神社は

もとは四条字梶無に鎮座し、後にこの地へ遷座したと伝えている

（中河内郡役所編 1922)。

船山遺跡ではこれまでに 2回の調査が実施されいる（図 1.2)。

1985年に実施された第 1次調査では鎌倉時代の瓦器椀や 61仕紀後

半ごろの土師器、須恵器、これらがともなう溝がみつかった。また、

僅かではあるが弥生時代後期の土器片や縄文時代後期の土器片が出

土している（原田 1986)。1993年に実施された第 2次調査では 15

但紀ごろの瓦や石硯が出土しており、周辺に寺院などの施設が存在

していたと想定されている（金村 1994)。

いっぽう、 1993年に東大阪市六万寺 3丁目 635-1,636-1,642番地

（図1.2)で株式会社大京によってマンション建設が訃圃された。建

設予定地は固知の埋蔵文化財包蔵地内に位置するため、東大阪市教

育委員会が試掘調査を行ったところ、弥生時代後期や古墳時代後期

の土描が多数出土した。このため東大阪市教育委員会と開発者であ

る株式会社大京は事前協議を重ね、建設工事によって逍物・遺構が

破壊されると予想される建物船礎部分494.21112（図1.4)について発

掘調査を実施することで合意した。財団法人東大阪市文化財協会は

開発者からの委託を受け、 1994年2月21日～同6月6日まで現地

で発掘調査を実施した。現地ではオ）祉削残土の場外搬出ができなかっ

たことから、東半部を掘削残土置き場に西半翌ISを先行して実施し、

西半部調査終了後、掘削残土を西半部に移して東半部の瀾査を行っ

た。また、すべての調奔終了後、断続的に遺物整理作業を行った。

（神並遣跡第23次発掘闊査）
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図1.1 東大阪市東南部の遺跡分布図

図 1.2 調査地点．

図1.3
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調査地西半部での機械掘削の様子．
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図 1.4 調査地の地区割り．破線部は地層

断面図を掲載した箇所．
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□後背；輝 □扇状地下位面［］扇状地中位面［］扇状地上位面□崩積成糾面
□残丘（大阪層群） 匡］基盤岩ビ］開析谷 ［」且塁
図1.5 船山遺跡周辺の生駒西麓地域の地形分

類（別所 1999を改変）．

1.2 船山遺跡周辺史と生駒山西麓の地形

生駒山地は大阪府・奈良県境を南北に連なる逆断層地塊で、最

高峰は生駒山の642mである。生駒山地の西縁には生駒断層があ

り、そのさらに西側には階状扇状地、後背湿地がある（図 1.5)。

船山遺跡周辺の扇状地は下位より扇状地下位面、扇状地中位面、

扉伏地上位面に区分され、それぞれ3世紀以降、 4(XX)~ SCXXl年

前、 10000年前以前の堆積物が表層を覆っていると考えられる。

船山遺跡はこの階状悶状地の扇央部の扇状地中位面に立地する。

船山遺跡の現地表面の標高は19~30mで、谷口との比高差は70

~80m、扇端とのそれは 12~ 20mである。扇状地中位面の形成

要因は、縄文海進最高碩期直後に起こった一時的な海水準低下

や生駒山の急激な隆起、多雨化による山地からの土砂流出量の

増加などによって扉I犬地上位面が大きく浸食され、その下流側

に山地から供給された士砂が推積してできたと考えられるが、

いずれの要因も決定的な証拠が得られていない。

いっぽう船山遺跡の周辺には多くの遺跡が分布し、とくに扇

状地緩斜面上には密に分布している（圏1.1)。この地域では遺

構をともなうような旧石器時代の積極的な人間活動の痕跡はみ

られない。これは後背湿地部では10000年前より古い堆積層や遺構が地下深く

に埋没していて見つけにくいこと、旧石器人が活動していたと考えられる扉状

地高位面が5000年前の扇状地中位面形成期に大きく浸食されたこと、さらに

段丘化した扇状地上位面は後世、とくに古墳時代以降の開発によってそれ以前

の遺構を削平したことなどが原因と考えられる。

周辺の遺跡で見出されているもっとも古い考古遣物は縄手遺跡と段上遺跡の

縄文時代中期の土器である。 1970~ 1972年にかけての縄手小学校および縄手

中学校関連施設の建設工事にともなう調査では、縄文時代中期末～後期にかけ

ての土器や石器とともに、同時期の住居跡や炉跡、土堀墓などが検出された

（藤井・原田 1971,藤井ほか1976)。段上遺跡では遺構をともなわないものの、

河道内から縄文時代中期末～後期の土器や石器が出土した（別所2001)。また、

五合田遺跡や船l.lJ遺跡、馬場川遺跡（藤井ほか1970a,b, 1971,下村1975,下

村ほか1977,下村・松田 1976,原田 1981,藤城ほか2000)では縄文時代後期

の土器や石器がみつかっている。低地部の池島•福万寺遺跡では、かつての河

内平野の干潟の後背湿地と考えられる堆積層中でまれに縄文時代後期の土器が

散見される（屈乗•宮路 1993) 。旧石器時代の遺構と同様に遺跡形成過程で後

世に削平された遺跡地をあわせて考慮すると、縄文時代のとくに後期ごろには

規模の小さな集落が広範囲にわったて点在していたと考えられる。

船山遺跡周辺ではこれまでに弥生時代中期の遺物や遺構がまとまって検出さ

れることがなかったが、近年楽音寺遺跡では弥生時代中期初頭の土器や石器が

溝内から出土した。同遺跡の西側の後背湿地部に位置する池島遺跡では同時期

の水田跡が検出されており、楽音寺遺跡に居住した弥生人の食料生産域であっ

たと考えられる。段上遺跡では弥生時代中期後半の住居跡や墓が検出されお

り、周辺に同時期の居住域や墓域が拡がっていると考えられる（別所2001)。

弥生時代後期～古墳時代前期の集落は長期にわたって同じ場所で継続す

ることはないが、山麓域一帯に同時に複数が点在する傾向がある。楽音寺•西

のロ・馬場川・貝花・北烏池・上六万寺・段上の諸遺跡では同時期の遺物や遺

構が、山畑遺跡（芋本 1993a)や岩滝山遺跡（芋本 1993b)では低地との比高

差が大きいいわゆる高地性集落と呼ばれる集落跡が見つかっている。

古墳時代後期の遮構遺物は周辺の遺跡からきわめて高密度で検出されてい

る。 5世紀になると扇状地扇端付近には猪ノ木塚古墳（藤井ほか1976)や段上

遺跡で小型低墳丘墓（別所2001)が築かれ、 6世紀になると山地から扇状地に

かけての斜面に横穴をもつ小規模な墳丘墓が無数に造られる。船山遺跡の南東

に位置する半堂遺跡では人物埴輪や器財埴輪をともなう低墳丘墓（大賀枇3号

墳）がみつかっている（上野1982,上野・中西1985)。また、周辺の遺跡では

製鉄に関連する炉跡や靴の羽口、鉄滓や馬飼を示唆するような製塩土器が散見

される。古墳時代後期におけるこのような遺構遺物の出現は、柏原市から枚方

市にかけての生駒山西麓～枚方丘陵地域で共通して見られる。

船山遺跡の北東2km、客坊谷の谷口から扇央にかけて拡がる客坊山遺跡群で

は平安時代の基壇跡がみつかり、この寺院は15世紀ごろには「尋尊大僧正記」

文明九年十月二日条にみられる「客坊城」として機能していたと推定される。

ここでは畠山義就と畠山長政の間で繰り広げられた跡目争いで義就方が陣取っ

た客坊城が陥落した（同九月二十七日条）ことを示すような多贔の焼壁土がみ

つかっている（芋本・オ原 1998）。また、船山遺跡の東1kmの谷口付近に広が

る往生院金堂跡には浄土宗寺院である現在の往生院があり、往生院北側の尾根

上の平坦地は「河内往生院伝承地」として大阪府古文化記念物等保存顕彰規則

により指定されている。この伝承地もまた先の義就の陣所の一つである「往生

院城」跡と考えられている。往生院金堂跡の西側に隣接する岩滝山遺跡では平

安時代～室町時代の園池遺構や石組墓など、かつての往生院に関連したと考え

られる遺構逍物がみつかっている（芋本 1999b, 中西 1999)。東大阪市域東南

部ではこれまで大規模な調査事例がないことから、今のところ歴史時代の遺構

遺物は周辺の遺跡からまとまってみつかった例は限られている。

1.3 層序

船山遺跡3次調査地点は西側の現標高が25.4m、東側が28mと約2.5mの段

差がある。これは1960年代に西側で宅地が建設された時に、 lm強の客土が施

されたことが大きい。もっとも、宅地開発以前には東側の現代の水田作土層上

面で27mの標高があり、西側とはもとから 1.5mほどの段差があった。本調査

地点は扇状地の緩斜面上に位置していることから、とくに歴史時代以降、傾斜

地を削平あるいは客土し、人間の居住に適するよう土地が平坦化されてきたよ

うだ。

断面図を作成した地点は図 1.4のとおりで、それらを図 1.7~ 1.12に示す。
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12. 7.5YR4/3褐色，細閉～11l粒砂，水平1付III

13 IOYR6/4 にぶい黄橙色，柘糾l粒砂～シルト，水平11'1~1!

14. 7.5Y4/3褐色，細閉～序1l粒砂． トラフ堕斜交h籾l!

15, 7.5Y6/2灰オリープ色，料llt立砂から柘細粒砂，水平11'tiII!

16. 2.5Y3/［黒褐色，柘細粒砂～シルト，無K叩理

17. N3/0 llii灰色，斜II粒砂iJもじりシルト～i'i'i:1・.,!!!f:l1'1J1ll 
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現代水田作土の加工面
（弥生時代1隻期以降の遺情検出面）
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図1.8 C1区東壁断面図．
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図1.9 E2区南壁断面図．

I. 5Y3/Iオリープ黒色，やや閉混じりiiじ質砂，人lllll；積k'1,水11-|ilt土
2. IOY7/I オリープ灰色，ややi,iJいじり il~7't砂，酸化鉄・酸化マンガン沈沿．人 1)JIiii/i1('1 ，水 II|1.i;-|ー:,弥生時代～現代の俎物 i)囮l',

3, 2,5Y3ll !.I，収褐色，閉混じりiiじ質砂，酸化マンガン含む？，古れ1lが代後1リJ～平安時代のjfi物廂II.＇,

4 2.5Y4/2 llir灰貨色， /1,l!ilもじりilt'J'i砂，マトリクスサボート，生物擾乱

5, 5Y6/3オリープ貨色，砂収泥，マトリクスサポート，生物j憂乱

6. IOGY2/I緑！，I』色，杓消II粒砂～シルト，！！！肉観l1，生物j憂乱

l.5Y3/I オリープ黒色，やや~附jt じり泥質砂，人 I-)JItIIt1\vl ，水 III 耕土

2, IOY7/Iオリープ灰色，やや礫ilもじり泥i,t砂，酸化鉄・酸化マンガンi尤If．人I-)堆積"i,水田床土，弥生時代～現代の俎物産IlI
3. 5GY6/Iオリープ灰色，ややW批じり泥質砂，酸化鉄・酸化マンガン沈4咋，人1-iJIt11，i附，水III床土，弥生時代～現代の逍物忙／」．＇,
4. 7,5Y7/3 浅貨色，科II粒砂と柘科II粒砂～シルトの打附，平行戒~I'

5. IOY4/I灰色，シルトと柘料II粒砂～刹II粒砂I/)互I1サ，平行鉗狸

6. 5Y5/2灰オリープ色，泥ilもじり砂i't閉，クラストサポート

7. 7.5GY2/I緑黒色，／沙閉i」もじり泥，マトリクスサポート

8. 2.5GY2/I閑色，粘土i'iシルト，！！！r，1悦児 ilEilじ炭Kり
9. 7.5GY7/I IリJ緑灰色，砂究即It,-k方肖II粒化，マトリクスサボート

l.5Y3/Iオリープ開色，やや既jJもじり泥骰砂，人為Jft積培，水I[|}II9-l:

2. IOY7/Iオリープ灰色，やや棟iJもじり iiじ質砂，酸化鉄・酸化マンガン沈がも人1.)Jflifl，t1約水n:11未土，弥生時代～現代の逍物廂Il.',

3, IOYR5/I褐灰色，既jJもじり泥'i,i砂．無k如理，氾濫Jfth't物
4. IOYR5/2灰黄褐色，卦II牲～柏柑ll粒砂とilt粒砂～卦II粒砂，水平11叩fl!

5. 2.5Y6/3にぶい貨色，机粒砂～柑消II粒砂， トラフ型な以介籾l! ～水•|（Kサ珊

6. 7.5Y4/I 灰色，やや閉ilしじり ii~判砂，マトリクスサポート

7. IOYR4/3にぶい貨掲色，刹II礫～斗ll粒砂，．I！！r;1M}lI

8, IOYR3/2 黒褐色，泥質砂，水平11'1~1!

9. 5Y2/I!!．＼色，やや閉i凡じり砂質泥，無11"1理，縄文時代後期の逍物i喉i|i

IO. 2.5Y6/4にぶい黄色，がJI粒砂～11l粒砂拙じり粘土i'iシルト，！！！I；培理，生物授乱
I I. 2.SY 4/2 llir灰紺色，茂況じりi/ti’t砂．！！！tl1'ii理

12. IOYRS/4にぶい貨褐色，細礫から柘i11粒砂il・しじり細粒1沙～シルト，生物擾，IL

13. 2.5Y4/2 llff/汲黄色，柘枡粒1術Jいじり l|l粒砂～刹II粒1沙，生物擾乱

14. 2.SGYS/ Iオリープ灰色．斜11咤況じり l|l粒砂～細粒砂，水平k籾I!

15. 7.5GY6/I緑灰色，柘細粒砂，柘fJlti:砂～11l粒砂の薄1悦が挟まる．水平k"刈I
16. 7.5Y6/I灰色，細粒砂～シルト．水平KV埋，生物擾乱
17 5Y5/3 /Jiオリープ色．栖柑粒砂汎じり斜II粒砂～柘糾l粒砂，水ギKサIII生物擾乱

I 8. 2.SGY 4/ I llf¥オリープ灰色，細閉～柑dll粒砂枇じり l|l粒砂～細粒砂．水平附狸
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図1.10 E3区南壁断面図．
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田作土の加工面（古墳時代後期以降の遺構検出面）
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図1.12
現代水田作土の加工面（古J11時代後期以降の遺構検出面）
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縄文時代1蔓期の生活面

図1.13

4m 

M区北壁断面図．

-95 

l.5Y3/lオリープ黒色，やや礫汎じり泥質砂，人為堆積/!Ii,水田耕土

2. IOY7/lオリープ灰色，やや礫混じり泥哄砂，酸化鉄・酸化マンガン沈',/1,人1}堆積層，水田床土，弥生時代～現代の遺物産出

3. IOYR5/l褐灰色，礫混じり泥質砂，無層理，氾濫堆積物，弥生時代後期の遺物産出

4. 5Y6/2灰オリープ色，細礫～極机粒砂混じり糾1粒砂，無陪理

5. 2.5Y4/I黄灰色，粗粒砂～糾1粒砂，無層理

6. 7.5Y6/2灰オリープ色，糾l粒砂～シルト，無層理

7 2.5Y4/l黄灰色，中粒砂～極細粒砂，無層理

8. 5Y6/2灰オリープ色，極粗粒砂～中粒砂， トラフ型斜交層理

9. 7.5Y6/2灰オリープ色，細粒砂～シルト，無層理

IO. 2.5 Y 4/2暗灰黄色，細礫視じり中粒砂～釧粒砂，水平）桶理？

11. 506/1緑灰色，極紺l粒砂～シルト，水平熊理

12. 2.5Y3/l馬褐色，粘土質シルト，無層理，亜泥炭層

13. 7.5GY6/l緑灰色，極細粒砂～シルト，水平層理

14. 5GY6/lオリープ灰色，細粒砂～極細粒砂，水平陪狸

15. 7.5GY6/I緑灰色，粘士質シルト，無層理

16. IOGY7/I明緑灰色，細粒砂と極釧粒砂～シルトの互層，水平業理

17. IOYR4/6褐色，シルト質粘土，無層理，泥炭吊

18. 2.5Y2/l黒色，砂礫混じり泥，マトリクスサポート，縄文時代後期の遺物脱出

I 5Y3/Iオリープ焦色，やや閉視じり泥'j,l砂，人L)JII:h'il怜水III↓J|：土

2. IOY7/Iオリープ灰色，やや閉混じり泥質砂，酸化鉄．酸化マンガン沈がt．人I-1月I:

i/il杓，水III/屁|；，弥生時代～現代の遺物骰Ili

3. IOYR5/I褐灰色，閉混じり泥質砂，無1竹理，氾i監り1:fli物，弥生時代後1リII/)此物ri'ill¥

4. 2.5Y 4/ I iii灰色，極机粒砂から崩II粒砂

5. IOYR3/I黒褐色，やや(f.i)もじりliJ;i'iiiじ，マトリクスサポート

6. 2.5Y 4/2 llll灰黄色，躾視じり砂， l！!r，11V,919

7. 2.5Y4/I ¥WI天色，柘i1l粒砂～糾l粒砂， 1！耕仰1!

8,5Y4/I灰色．やや既枇じり泥質砂，マトリクスサポート

9. 7.5Y6/2灰オリープ色，斜II粒砂，水平1怜理

10. IOYR3/I /)＼掲色，やや礫illじり1iJ;iti)じ

l l. 5Y2/l l.I．＼色，やや閉i)もじり砂買泥．生物授乱

12. 7.5GY6/I緑灰色．柘刹II粒砂～シルト，水平料理

13. 2.5Y3/I黒褐色．粘土質シルト，！！！r,k籾ll,illi泥炭l1"i

14. 2.5GY4/l llixオリープ灰色，糾l粒砂～シルト，梢物il'l休含む

15. 5Y5/2灰オリープ色，科II礫～巾粒砂， トラフ型斜交l1"1Jll!

16, IOYR4/6掲色，シルト質粘土，無層理，泥炭l1'1

17. 2.5Y2/I黒色，砂礫枇じりile.マトリクスサポート，縄文時代後期の遺物!t1|'，

18, 7 5 Y 4/1灰色，細礫混じり極細粒砂～粘土，マトリクスサポート

19. 5GY7/I Iリjオリープ灰色，シルト～t，1i土，無1汁理

20.5Y5/2灰オリープ色，細礫～巾粒砂．無柑埋

21. IIIYR6/2オリープ灰色，細礫混じり極細粒砂～粘土，マトリクスサボート

22. 2.5Y5/2 灰オリープ色，極tll粒砂～斜II粒砂，水平IM~l'

23. 2.5Y4/2黄灰色，砂視じり泥，マトリクスサポート？

24. IOYR4/2灰黄褐色，斜II礫～l|l粒砂，無IM理

25 2.5Y4/I黄灰色，柑粒砂から細粒砂，無杓狸

26. I OYR6/2 I天貨褐色，柘細粒砂，！！！rik,J1J9

27 2,5Y5/2灰オリープ色，絹II礫～t11粒砂と中粒砂～刹II粒砂の1i.J怜水平附PI!
図1.6

縄文時代1蔓期の谷
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夕/
代水田作土の加工面
(6世紀以隣の遺1"桟出面）

闘ヌい(t1B』卯直や澄UI眉憎

船山遺跡3次調査地点の地層は東側にみられた現代の盛土を除いて大別 6層に

区分される。

I層は下位のオリープ灰色の礫混じり泥質砂にオリープ黒色の礫混じり泥質

砂が載り、典型的な水田土壌をなしている。下位の礫混じり泥質砂には、イネ

の根茎に沿って酸化鉄がみられ、下層境界には酸化マンガンが集積している。

ガラスやプラスティックの破片に混じって摩耗の著しい歴史時代の土器組片が

多産したが、 D地区では完形に近い状態の瓦器椀が産出している。調査地前域

に分布し、層厚は東側で30~ 40cm、西側で30cm弱。 ' 

II層は黒褐色の礫混じり泥質砂からなり、土壌形成がみられる。上位の水田

土壌に影響を受け、本層上部には酸化マンガンの斑文がみられる。層厚は約

20cm。古墳時代後期 (6世紀ごろ）と奈良時代末～平安時代初頭の土器片が産

出した。 J1,J2, G2, E2区にかけて分布するがこれらの地区の東よりのとこ

ろでは上部が削平を受けている。

III層はマトリクスサポートをなす褐灰色の礫混じり泥質砂からなり、土石

流性の堆積層と考えられる。弥生時代後期後半の完形に近い土器が多数産出し

た。層厚は約 25cm以下で、 E3,Gl, Ml区の西半部に分布する。

IV層はトラフ型斜交層理あるいは水平層理（葉理）をなす灰色や灰オリー

IV Ill 
縄文時代1曼期の生活面

船山遺跡第3次調査地点における地層の重なりと分布．
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プ色の礫混じり粗粒砂～細粒砂や無層理で灰色や黄灰色の細粒砂～シルトから

なる。考古遺物の産出はなく、堆積年代は不詳。層厚は約80cm以下でJ2,G2, 

E2区以西に分布する。調査地の北側では比較的粗い粒径の砂が分布し、南へ

いくに従って細粒化している。流路から自然堤防にかけての堆積環境が推測さ

れ流路の中心は調査地の北側にあると考えられる。

v層はマトリクスサポートをなすオリープ黒色や黒色、黒褐色の礫混じり砂

質泥、あるいは砂質泥からなり、土石流性の堆積層と考えられる。土壌形成が

著しく、本層堆積後、長期にわたって安定した地表をなしていたことがうかが

える。 M区北半部やC2区の南側ではオリープ灰色の砂層と黒色～黒褐色の亜

泥炭層が互層をなし谷状の窪地を充填している。 E3,Gl, M区では縄文時代

後期の土器が産出した。なお、 M区北西隅の谷状窪地内で採取した材化石の

放射性炭素年代は 3470土40y.B.P.を示し、供伴土器とは調和的である。

VI層はトラフ型斜交層理あるいは水平層理をなす灰色や灰オリーブ色の礫

混じり粗粒砂～細粒砂や無層理で灰色や青灰色の細粒砂～シルト、マトリクス

サポートをなす明灰色の礫混じり砂質泥からなる。 M区北西隅で本層から採

取した材化石の放射性炭素年代は 3750土40y.B.P.を示した。

以上の地層の観察にもとづき本調査地点の地層の重なりを模式的に表したも

のが図1.6である。本調査地点では歴史時代とくに現代の水田作土を造成した

ときに過去の地層が著しく削られていて、調査地東半部や西半部の東側では、

現代の水田作土の加工面 (I層下面）が弥生時代後期以降の遺構検出面になっ

ている。また、調査地西半部の西側では、現代の水田作土の加工面が6世紀以

降の遺構検出面になり、その下位ではかろうじて弥生時代後期の生活面が残さ

れていた。いっぽう縄文時代の生活面は人為的に削平されることなく、調査地

全域に拡がっていた。

1.4 遺構

・古墳時代後期以降の遺構

I層下面（現代水田作土の加工面）で検出した（図 1.14,15,16,17,18, 19)。調

査地全域に拡がる。古墳時代後期 (6世紀中頃）や平安時代初頭 (9世紀前

半）のピット群や土坑、井戸、溝が、また平安時代以降の畝立てにともなう南

北方向の溝がみつかった。

ピットは長軸40cm、短軸30cm、深さ 20~30cm程度で、楕円～隅丸方形の

ものが多く、調査地西半で密に分布する。ピット内からの出土遺物は細片で時

期幅が認められる。ピット内には平坦な石を敷いて礎石として利用されたもの

や柱跡が確認できるものがいくつかみられる。ピットの正確な年代を特定する

のは難しいが、礎石が用いられているものも含まれることから、後述するEPl

やWLlと同時期の平安時代初頭に併行するものと思われる。ピット群のうち

いくつかのピットは掘立柱建物の柱穴に使われたと考えられるが、建物跡を復

原することはできなかった。

EP7はGl区の中央付近南よりのところで検出した（図 1.16)。不定形の土坑

で長軸3m以上、深さ lm以上。 6世紀中頃の須恵器や土師器が多数出土した。

遺物は比較的完形に近いものが多数みられた。

EPlはGl区の北東隅で検出した（図 1.16,20)。長軸2.0m、短軸 1.3m、深さ

50cm以上の楕円形土坑。土坑の中心には幅約50cmの板で四方を囲った枠が

あり、土坑内の枠の南側には多数の河原石が積まれていた（図 1.22)。枠内か

らは平安時代初頭の土師器の甕や瓶が出土した（図 1.21)。この土坑は湧水層

まで掘削されていないため井戸の可能性はなく、おそらくは建物内部の地下貯

蔵設備ではないかと思われる。

WLlはG1区の中央付近南よりのところで検出した（図1.16)。一辺約2.8m、

深さ 1.8m以上の正方形の堀形の中心に木枠を設けた井戸。 EP7を切り、堀形

は湧水層に達している（図 1.23)。木枠は直径20cm、長さ 1.8m以上の柱を四

隅に配し、幅20cm~40cm、長さ 90cmの板を柱間に渡して積み上げて作られ

ている。柱には柱間に渡す板をはめ込むための幅7~ 8cmの溝が切られてい

る。井戸枠内の最下部には幅30cm、長さ 80cmの板が四方に配し、枠が二重

になっている。井戸枠内の埋土は暗緑灰色の粘土質シルトならなり遺物の保存

状態は良く、平安時代初頭 (9世紀前半）の墨書を施した土師器杯、土師器片

口鉢、須恵器大甕、箕、曲物底板などが出土した。須恵器大甕は箕の上に載っ

た状態で出土していることからこれらは釣瓶として用いられいたことがわかる

（図1.23,26,27）。この須恵器大甕は 6世紀中頃のもので、井戸の堀形を掘削し

た時にEP7を一緒に掘削したことで偶然出土した大甕をそのまま釣瓶に転用

したと考えられる。また、堀形の埋土にも EP7から出土したと考えられる 6

世紀中頃の土器が多数含まれていた。井戸の廃絶年代はわからないが、 EP7最

上部は井戸枠内から堀形にかけて人為的堆積層に覆われていることや、上部の

木枠の一部が変形を受けていることから意圏的に井戸を破壊して廃棄したこと

がうかがえる。

図1.14 M,G1,L,K区の古墳

時代後期以降の遺構．多く

のピットは平安時代初頭に

併行すると考えられる．

M,G1区にみられる南北方向

の溝は平安時代以降の畑の

畝立て溝．北東より撮影．
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図1.18 D1,2区の古墳時代後期以降

の遺構．南より撮影．
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以上、古墳時代後期以降の遺構にはピットが密に分布していることや、とく

に8世紀前半については井戸や貯蔵設備がみられることから、調査地には日常

生活に密接に関わった何軒かの建物が存在していたといえる。

・弥生時代後期の遺構

調査地西半西側のIII層下面、同東側の1層下面で検出した（図 1.29,30)。幅

70~80cm、深さ30cm以上のおおむね東西方向におびる溝を 3条検出した。遺

構内から出土した遺物は細片が多く、時期の特定が難しいが、これらを多う

III層からはまとまった状態で土器が出土した。これらの土器は弥生時代後期

後半に併行するもので、溝の年代もこの時期に比定される。

・縄文時代後期の遺構

調査の設計人力掘削土量の関係で、縄文時代後期に生活面まで調査を行った

のはM区と Gl,E3区の一部に留めた。人為的な遺構はみられなかったが、 M

区の北側で谷状の窪地を検出した（図1.31.32)。窪地の埋土やV層からはわず

かではあるが縄文時代後期中葉の元住吉山 II式～宮滝式に併行する土器が出

土した。

1.4 遺 物

図1.21 EP1木枠内で出土した土

師器甕，瓶．

図1.22 EP1．土坑堀形の南側には

多数の川原石が積まれていた．北

東より撮影．
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T.P.(m) W 
25一盆：フ555:hで-と E 

: _j店翠苓：」
50cm 

EP1断面図
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図1.20

図1.19 J1,2区の古墳時代後期以降

の遺構．西より撮影．

板をはめ込むための渭

井戸堀形埋土
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~ irn 図1.16 G1,M,K区の弥生時代後期以降の遺構．右下がEP1,左

上の方形の遺構がWL1.WL1の隣接する不定形土坑がEP7.

南東より撮影．

図1.17 E2区の古墳時代後期以

降の遺構．東より撮影．

固1.23 WL1断面図
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図1.25 WL1完掘状況．
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図1.26 WL 1井戸枠内出土須恵器大甕お

よび土師器片口鉢．

図1.27 WL1井戸枠内出土箕．箕の上に須恵器大

甕が載っており釣瓶として用いられた．

・M0,770

ミ
f

J

l

_
 

,
~ 

~
 

ミ`
ー
I

l

/

1

j

ロロ
□＼
ベ
ー
）
！
！
／
l
I I

 

ー

・

’

,
 

•• 

1
,
 

'
,
’
 

,

'

,

9

 

ー

,
l
J
 
図1.29 弥生時代後期以

降の遺構分布図．

図1.30 G1,M,K,L区の縄

文時代後期以降の遺構．

M,K,L区の一部で段違い

で深くなっているところ

が縄文時代後期の地形

面． G1,M,K区で東西にの

びている溝が弥生時代後

期のもの．ビットは古墳

時代後期以降のもの．

図1.28

‘’ — " 
WL1断面．北より撮影．
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図1.31 M区の縄文時代後期地形面

等高線図

238 

図1.33 l層出土瓦器椀

2碑

匹 234 

図1.34

239 

専’
こ=塁＝一

I屑出土瓦器椀．底側を撮影．

図1.32 M区北半の縄文時代後期の谷状窪地．窪地からは

後期宮滝式に併行する土器が出土した．

. I層出土逍物

現代水田作土層である 1層にはプラスティックやガラス片とも

に歴史時代の土器細片が多数みられたが、D]区では完形に近い状

態の瓦器椀や土師器皿が出土した（図 1.33,34,35)。

233は口縁が直線的に立ち上り、比較的衛い高台をもつ。見込

みのヘラミガキは不定方向でその上半のヘラミガキは不明瞭。外

而のヘラミガキは粗く、高台付近にまで達している。測部には円

形の打ち欠き痕がみられる。表面の摩耗がめだっ。 234は外反す

る口緑で、高台の端部は面をもっ。見込みのヘラミガキは格子状

で、後に内而上半に密に水平方向ののヘラミガキが施されている。

外面のヘラミガキはは粗い。表面の摩耗がめだっ。 238はやや屈

曲しながら外反する口縁をもち、高台は断而三角形の形状をなす。

内面のヘラミガキは密で、外面は粗い。見込みのミガキは不明瞭。

口緑の一部には意図的に打ち欠いたような隔離痕がみられる。表

面の摩耗がめだっ。 239は口縁が直線的に立ち上り、端部には沈

線がみられる。見込みのヘラミガキは連結輪状で、後に内面上半

に極めて密な水平方向のヘラミガキが施される。外面は粗い分割

ヘラミガキが上半部に施されている。口縁には意図的に打ち欠い

たような隔離痕と底部付近に小さな穿孔がみられる。表面の摩耗

がめだっ。以上のうち、 233、234、238は和泉型瓦器椀1-3~ 11-1、

239は大和型瓦器椀1-D~ II-A（森烏 1995) に併行し、 121彫紀前

半のものと考えられる。

235,236,240は土師器皿で、 これらも DI区で出土した。いずれ

も口縁が打ち欠かれている。

以上の土器は点在していたものの限られた場所から出土してい

ることから、原位置からあまり動いていないと考えられ、また口

緑や胴部を打ち欠いたものが多く、Dl区付近には平安時代末ごろ

の墓があったと想像される。おそらくこれらの墓は後世の開発に

よって削平されたのだろう。

・ EPI出土土器

EPI木枠内からは土師器壺、甕が出土した（図 1.36,37)。土師器

壺 lは細長い長頸壺で、口縁部を欠損する。頸部は而取りを意識

した仕上げになっている。胴部下半には不定方向の緩いヘラケズ

リがみられる。土師器甕2は外反1二1縁をもち、胴部下半にハケが

施されている。 lと2は胎土に含まれる鉱物種や色調が酷似してい

る。 3はやや外反する口緑をもち、口緑部内面と外面全休にハケ

が施されている。これらの土師器杯は平安京I型式中段階～新段

階に比定され、 9粧紀前半のものと考えられる。

・WLI出土逍物

WLl井戸枠内部からは土師器杯、土師器片口鉢、ミニチュア磁、

曲物底板（図 1.44,46)、筏などが出土した。

土師器杯503、504は底部が平らで、やや外反する口縁をもつ（図

40,47)。口縁内外而は丁寧なヨコナデが、底部内面はナデが施さ

れ、口緑部には沈線を有する。底部外而の中央にはいずれも「米」

印が墨書されているが、やや椎拙な連箪である。井戸の底部から

出土した。土師器杯505は丸底で、口縁はやや内湾気味である。割

れた状態で出土した。口縁内外而とも丁寧にヨコナデが施されて

いる。底部外面の中央には「X」印が歴書されている（図J.40,47)。

510は土師器杯の底部破片で、「中」の墨沓がみられる（図 1.43,47)。

503、504、505はいずれも口緑の一部が欠損していることから、何

らかの呪い目的で井戸に投棄されたものと考えられる。これらの

土師器杯はEPlと同じく平安京1嬰式中段階～新段階に比定され、 9枇紀前半

のものと考えられる。

502は土師器片1□1鉢で、注［二［郎を含めて口緑部 3カ所に打ち欠きがみられ
る。口緑は内清しながら立ち上がり、内而や[|緑部外面は丁寧にヨコナデされ

ている（圏 1.38,47)。

501はミニチュア疱で、仕上は利雑（柊Il.42)。

159は須恵器の大甕で、口緑部が欠損している（図 1.39)。井戸枠内から出

土した他の土器とは時期が異なる。先述のようにこの大党は貸の上に載った状

態で出土していることから、井戸の堀形を掘削した時に EP7を一絣に掘削し

たことで偶然I[|＿’|＿ートした大売をそのまま釣瓶に転用したと考えられる。

いっぽう、 WLIの堀形からも本米EP7に含まれていた土船が多数出土して

いる。 022、023は平底で寸胴形の胴部をもつ七師賂壺で、外而は粗いハケを

？エ

図1.35

図1.36

l層出土土師器皿．

EP1出土土師器．

，
 

図1.37 EP1出土

土師器実測図．
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図1.38 WL 1井戸枠内出土土師器片口鉢．

5cm — ’’’’’JShヽ""'・""""'.，"'"'''『IC
図1.40 WL1井戸枠内出土土師器皿（上）と

底部にみられる墨書 （下）．

503▽ロニ7*
! f米

504 

505＼ロニーノ x
502 

図1.47 WL 1井戸枠内

出土土器実測図, 503 

~505の墨書と 510は

縮尺50%.

一5cm
図1.44 WL 1井戸枠内出土

曲物底板(1).
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図1.39 WL1井戸枠内出土須恵器大甕． 6世

紀のものが釣瓶として転用されたもの．

図1.42 WL 1井戸枠内 図1.43 WL 1井戸枠内出土

出土ミニチュア竃．

一5cm
図1.45 WL1井戸枠内出土

曲物底板(2).

501 

墨書のある土師器皿底部．

一 5cm

図 1.46 WL 1井戸枠内出土

曲物底板(3).
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図1.48 WL1堀形出土土師器甕． 図1.49 WL 1堀形出土土師器，須恵器．

縦方向に施している（図1.48)。160は須恵器杯身で口縁は短く、内側に向かっ

て外反しながら立ち上がる。 161は娯恵器瓶の口縁部。 24は土師器鉢で、口縁

は外反しながら立ち上がる。口縁付近は丁寧にヨコナデされている。 26は丸

底の土師器杯（図 1.49)。

・ EP7出土遺物

EP7からは多数の須恵器や土師器が出土した。完形のものはなく一部を欠損

しているものや全体的に破損しているものが多い。

須恵器には大甕(158；図 1.50)や甕(145；図 1.52)、壺(51；図 1.59,146；図 1.55,508;

図1.51)、杯身(141；図 1.54,150,152；図 1.53)、杯蓋(144；図 1.54,148；図 1.52,149；図

1.53)、高杯(157；図 1.58,507；図 1.54)、提瓶(137；図 1.51)、ハソウ(155,156,506；図

1.58)がある。杯身や高杯の特徴から判断して陶邑II型式2~4段階（中村1990)

の範疇におさまるもので、おおむね6世紀中頃に比定される。

土師器には甕(50；図 1.59,54；図 1.55,56,60；図 1.57)、椀(34；図 1.54,43；図 1.57)、

寵(31；図56)がある。甕のうち 50は長胴形で、鼈にかけて用いられたものと考

えられる。いずれの甕も外面に縦方向の粗いハケメがみられ、器形の調整は粗

雑である。

. III層出土遺物

とくにM,GI区の III層から多数の弥生時代後期の土器が出土した（図

1.60,61)。完形のものが多い。 168は口縁端部に面を有し、胴部外面に夕・（タキ

が施された甍。 169の甕は朋部外面にタタキを施した後、上半部をナデとハケ

を施している。 186は長頸壷の衰退ととも台頭する短頸壷。表面の風化が著し

く、調整は不明瞭。 190は裾の広がりが大きい）脚部に椀形杯部をもつ高杯。全

体的に丁寧なミガキが施されている。杯部内面には放射状のミガキがみられ

る。これらの土器は河内 VI様式（森井 1989) に併行する。

・V層出土遺物

M,Gl区から僅かながら縄文時代後期の土器が出土した（図 1.62)。M区北半

の谷状窪地からはやや多くの破片が出土しているが、詳細な時期を決めるほど

には至らなかった。509は深鉢で、外面には巻貝条痕と 2組の 2条沈線がある。

縄文時代後期元住吉山 II式～宮滝式に併行する。
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158 

図1.50 EP7出土須恵器大甕．

図1.52 EP7出土須恵器甕，杯蓋．

149 

図1.53 EP7出土須恵器杯身，杯蓋．

ヽ

-̀• ー・----
図1.54 EP7出土須恵器｀土師器．

137 

図1.51 EP7出土須恵器提瓶，甕．

148 

図1.55 EP7出土須恵器，土師器．

図1.57 EP7出土土師器甕，杯．

図1.56 EP7出土土師器竃．

158 

図1.58 EP7出土須恵器ハソウ，高杯．

190 

一

1邸

図1.60 Ill層出土弥生土器高杯，短頸壷．

157 

図1.59 EP7出土須恵器，須恵器．

168 169 --.一
図1.61 Ill層出土弥生土器甕．

1.5 まとめ

(1)船山遺跡第3次発掘調査では縄文時代後期の生活面や弥生時代後期の遺構

面、古墳時代後期 (6世紀中頃）、平安時代初頭 (9世紀前半）の遺構面

を検出し、これらの時期に併行する遺物が出土した。また、現代の水田作

土層 (I層）からは打ち欠き痕がある平安時代末期 (12世紀前半）の瓦器

椀や土師器皿が出土した。

(2)平安時代末期の遺構面は後世の開発によって完全に削平されているが、現

代の水田作土眉から打ち欠き痕がある瓦器椀や土師揺皿は限られた場所か

らまとまって出土していることから、同時期の墓があったと想像される。

(3)平安時代初頭の遺構には礎石をもつピットや井戸(WLI)、貯蔵設備(EPI)

がみられることから判断して、調査地には日常生活に密接に関わった何軒

かの建物が存在していた。

(4)井戸 (WLI)の井戸枠内からは、底部に「米」や「X」印などの墨響があ

り、口縁に打ち欠き痕がみられる土師器杯が出土しているが、これらは何

らかの呪い目的で井戸に投梨されたものと考えられる。

(5)弥生時代後期遺構の遺構面は後世によって著しく削平されており、とくに

調査地東半部ではこの時期に併行する遺構を検出することが困難であっ

た。しかしながら、調査地周辺には縄文時代後期や弥生時代後期の遺構や

いわゆる遣物包含層が後世の破壊を免れて分布している可能性があり、今

後の周辺の調査では注意を要する。

051 

ヽ

r- -— 
図1.62 V層出土縄文土器深鉢．
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第2章神並遺跡第23次発掘調査報告
2.1調査に至る経過

神並遣跡は大阪府と奈良県の境をなす生駒山地の西麓、標高20~45mの扇

状地斜面に営まれた遺跡で、現行行政区分では東大阪市東石切町 1丁目、西石

切町 l丁目に位置している。

当逍跡は、昭和 56年 (1981) に国道 308号線と現近鉄東大阪線の建設に伴

う試掘調究でその存在が確認された。その後これまでに 23次に及ぶ発掘調査

が行われ、縄文時代早期の集石遣構．（l)、古墳時代中期の導水施設（2)、古墳時代

中期～奈良時代の製鉄関連遺物(3)、奈良～平安時代の掘立柱建物跡（4)、中懺～

近槻の耕作地跡(5)などが確認されている。

今回、神並遣跡内の東大阪市西石切町 1丁目 1-1、5-1、6、7-3で共同住宅建

設の計圃が持ち上がり、東大阪市教育委員会が平成 11年 (1999) 4月21日に

試掘調査を実施したところ、土師器・瓦器の出土と溝状遺構が検出され、共同

住宅建設に先立ち発掘調査が必要との判断が示され、協議が重ねられた。そこ

で埋蔵文化財が破壊される基礎部分400面を対象とした神並遺跡第23次発掘

調査が東大阪市文化財協会に委託の上、実施されることとなった。現場調査は

平成 11年7月8日から機械掘削を行い、人力掘削による遺構・遺物の検出を

7月13日～ 8月30日まで、整理作業を 9月1日～平成 13年 (2001) 8月31

Hまで実施した。

図2.1 調査地位置図 (1/5,000)
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2.2調査結果

2.2.1層位

現地表面は標高21.lm程の平坦面をなし、第 1層の盛土、第2層の耕土層、

第3層を機械掘削をした。

第3層は近代の耕地整備の際の盛土層で、近代までの遺物を含み、近世～近

代の棚田中位面にあたる調査地内の西半でのみ認められた。第3-1層は層厚

30cm程度で、ベース層である第8-5層の明黄褐色粘土を採掘、利用した層で、

多量の中礫を含んでいた。第3-2・ 3-3層は石垣の裏込めや耕作土が混合した層

であった。

第4層は近世～近代の棚田の耕作土層である。上半は還元状態で、下半には

酸化鉄が認められた。本層下面では石垣、溝、鋤跡などの耕作関連遺構が検出

された。

第5層は前記の棚田を造成した際の盛土層で、調査地内の北東部を除く範囲

に拡がり、中世～近世の遺物を含んでいた。標高が高い東方から順次整地され

ていた。調査地南東部の第5-2~ 5-9層は層厚45~ 60cmで、本層上面の標高
を調査地北東部で検出された中世～近世の棚田上位面に揃えていた。一方で調

査地南西部の第5-1層は層厚30cm以下と薄く、こうした盛土層の層厚差に

よって、東の生駒山側が高く西の平野側が低い近世～近代の棚田が形成されて

いた。また第5-1・ 5-3 ・ 5-5 ・ 5-8層はベース層の粘土プロック主体、他の層は

風化礫を多く含んでいた。

第6層は中世～近世の耕作土層で、後述するように、南北方向に雛壇を形成

していた棚田に伴うものである。調査地西部の第6-1層では 3枚の鉄分沈着層

が認められた。調査地東端では、溜池機能時の耕作土で埋土ともなった第6-

3層と溜池埋没後の耕作土層である第6-2層に細分される。本層の下面では東

西方向に延びる鋤跡、暗渠、溜池、溝、土城などの耕作関連遺構のほか、上部

を削平された平安時代のピット、古墳時代の旧河道などが検出された。

第7層は調査地南東部で旧河道埋土を削平しながら拡がり、平安時代の遺物

を含んでいた。下面で当該期の井戸を一基検出した。

第8層は本遺跡周辺の扇状地に更新世に堆積したベース層である。
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3-1 I OYR6/8 Iリ墳褐色桔I: 1cm以―卜の牲多），t含む 3-2 2.5Y3/2黒褐色細粒砂～糾l痴jもじり粘土 鉄分沈沿

3-3 2.5Y3/2/.l．＼褐色科II粒砂渭II礫ijもじり粘土 鉄分沈^ n 4 2.5Y4/Jオリープ褐色l|I粒砂～甜II親ilいじり消牡． 上半はi正元、下半は酸化

5-1 IOYR6/8明黄褐色粘土 5-2 2.5Y3/3 II仔オリープ掲色刹II粒砂～細応j―iじり粘土 鉄分沈灼

5-3 I OYR6/8 IJJ黄褐色細礫～「i'l'.t嘩じり消＇に L: 5-4 2.5Y3/J Iiiけオリープ褐色刹l|tも1沙～斜II礫iiいじり粘土 鉄分沈{f

5-5 IOYR4/Jにぶい貨褐色l11粒砂～lilt立砂粘：l:プロ 1ク・ 1|l閉を含む、 以分沈{i 5-6 2.SY 4/2 Iii}灰）Yt色糾l粒砂～1|l粒砂 細売を含む、鉄分沈{f

5-7 2.5YJ/2黒褐色刹II粒砂～,1,粒砂 l|9咤を含む 5-8 2.5Y3/2黒褐色斜II粒1沙～刹II礫 粘土プロック .'i'l'llを含む

5-9 IOYR3/2焦褐色シルト～紆II粒／沙 II礫を含む、鉄分・マンガン沈がi 6-1 2.5Y4/211{f灰貨色11l粒砂～月l1礫ijもじり粘土 鉄分沈^ 咋

6-2 2.5Y3/2 黒褐色シル 1、～ ~I|粒砂 糾l!'ll-1|既を含む 6-3 2.5YJ/2黒褐色シル 1、~1|l粒砂 炭化物を含む、鉄分沈祈

7-1 2.5Y3/2黒褐色シルト～I：|l粒砂 鉄分・マンガン沈;{f 7-2 2.W3/2 !.I．＼褐色科II粒11J;～卦l|閉

7-3 IOYR4/I褐灰色シルト～絹II粒砂 鉄分・マンガン沈a'i 8-1 IOYR2/2 /.l．＼褐色シルト～1|l（i,・99ヤ

8-2 IOYR2/2黒褐色lI＇が1.（（J;～粗粒砂 8-3 2.5Y4/3オリープ褐色シルトー細粒砂
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iftl 2 2.5Y3/3 lll'iオリープ掲色シルトiltじり l|―l粒砂～斗'll粒砂 鉄分沈A咋

iftl 4 JOYR4/4褐色シルト混じり細粒砂～1|1粒砂 鉄分沈{f

iftl 6 7.5Y4/I灰色シルト 鉄分沈がf

Pl 2.5Y3/2規褐色'I"粒砂～斜II兜況じりシルト

P3 7.5Y3/2オリープ黒色粘土

河2 25Y4/4オリープ化色I|1粒砂～斜II弗 判粒砂～細牝のプロソク含む

jIT/ 4 2.5Y3/3 Illやオリープ褐色机粒砂～細躾illじり粘士．

r"/6 IOYR3/3褐色科II躾illじりシルト～i','i.:I:.

r"/8 2.5¥3/311}やオリープ掲色刹II粒砂～科II咤i)―tじり粘土 砂'itr．のプロソクiliじる

河 10IOYR3/4褐色I|l粒砂～細礫iltじり粘土

jn/ 12 2.5Y3/3 llffオリープ褐色シルト～柘糾l粒砂鉄分沈4咋

ji1/ 14 I OYR3/3褐色斜II粒砂～細閉ijiじり消＇i.J: 第8培のプロノクi)もしる

河 162.5GY3/3 ll/'iオリープ褐色シルト～科II粒砂

ji[/18 IOYR3/3 褐色細粒砂～細~i)i\ じり粘土

河202.5Y3/2黒褐色粘土紅II朔il}じる

河227.5YR5/8 IJJ褐色粘土と 7.5Y3/2オリープ黒色斜l|tt砂～1|l粒砂
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8-5 IOYR6/8りJ釣褐色粘土l|r閉以外の先を多:,t含む

i¥il I 5Y4/l I火色シルト～斜II粒(1J; 鉄分沈^ Yf

協I3 2.5Y3/3 Iii'[オリープ褐色シルト～巾粒砂 鉄分・マンガン沈＾咋

ii/I 5 5Y3/2オリーフ1.|』色シルト l"兜以下の囲を含む

i¥il 7 7.5Y3/Iオリープ黒色シルト

P2 5Y3/2オリープ！l．'，色粘土

河 I IOYR4/3にぶい黄掲色斗1l粒砂～肖l|1"'iltじり t,1d. 角II粒砂のプロック・巨礫を含む、マンガン沈杓

河3 IOYR4/3にぶい黄褐色I:1ltj）:liJ;～斜I|礫況じり t,'に1こ 紆II閉混じりシル 1、～斜l|粒砂のプロソク含む

jrr/ 5 2.5Y3/3 llffオリープ褐色l|1粒砂～斜II朔iJもじり粘土

iii/ 7 5Y3/2オリープ！！．＼色il1粒砂～細酌Jもじり粘土

jir/ 9 I OYR4/4褐色中粒砂～刹II酌Jlじり粘土

河112.5Y3/3 lli'fオリープ褐色シルト～柘細粒砂 鉄分沈^ 咋

jir/ 13 2.5GY3/I lll'i オリープ灰色シルト～ l|•9粒砂 細牲況じる

j,-,f 15 7.5GY3/I Iii}緑灰色シルト寸・rり」．： 細庄ilもじる

河175Y3/Iオリープ黒色50cm以ドの兜Il"I

jrif 19 2.SY 4/4オリープ褐色粘土
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ifr/ 23 7.5GY5/I緑灰色粘：l:と刹11牛9):(/J;~l|l粒砂

図2.2 南壁断面東寄り 図2.3 南壁断面中央付近 図2.4 南壁断面図 (1/80) 
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図2.5 近世～近代の遺構

東から

図2.6 石垣2

北から

2.2.2遺構

今回の調査では近世～近代、中世～近世の耕作関連遣梢．、平安時代の住居関

連逍構、古墳時代の旧河道を検出した。

近世～近代の耕作関連遺構では棚田、石垣、溝、鋤跡を検出した。

耕作土屠である第 4層除去後の棚田の標高は東方の上位面が21m、中央部の

中位面が20.4m、西端の下位面が19.3mで、各面の比高差は60cmと110cmで

あった。この棚田は前述したように、上位面においては前代の棚田上位面に標

高を揃えるように、その南側に第 5層を 45~ 60cmの厚さで盛って造成され

ていた。中位面は北側の第 8団を削平し、南側に 4~ 30cmの盛土を以て造成

されていた。また下位面は第8層を削平し、本調査地の西側に隣接する第 17

次闊査地へ拡がっていた(6)。

棚田の斜面では石垣を検出した。遺存していた石垣は概ね l列1段であった

が、部分的に 2段認められた。使用されていた石は長辺40~ 50cmの生駒石

とも呼ばれる斑槻岩が多く用いられ、花滴岩が極少最混在していた。加工され

たものではなく自然石であった。また中位面の棚田の東縁では、石垣に沿って

南北に延びる幅80cm、深さ 20cmの溝が検出された。

中世～近世の耕作関連遺構として棚田、暗渠、溝、溜池、土堀、鋤跡を検出

した。

前述したように近世～近代の棚田が東西方向に

雛壇を形成していたのに対し、当該期の棚田は南

北方向に雛壇を形成していた。本調査地内の耕作

地化がまず南北軸の棚田形態を以て始まることは、

後述する旧河道の浸食によって形成された南側が

低い微地形を、効率的に利用しながら第8層を削

平した結呆と想定される。また耕作開始時期は、後

述の平安時代の井戸が廃棄されて以後である。耕
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作土層である第6層を除去した後の南側下位面の標

高は 19.8~ 20.4mで、東西方向に延びる鋤跡が数条

検出された。北東部の上位面の標高は20.6~ 20.9m 

で、段斜面付近での両面の比高差は60~70cmであっ

た。また段斜面には後の棚田のように石垣は認めら

れず、上位面西半は後世の棚田造成時に削平されて

いた。

下位面の西側では南南東～北北西に延びる暗渠を

検出した。南壁断面では幅26cm、深さ 15cmの堀方

内に直径8cmの竹の痕跡が確認されたが、平面で

は竹を検出することはできなかった。この暗渠の堀

方底部の標高は南南西が 19.75mで低く、北北西が

20.02mと高いことから、本調査地の北北西より南

方を流下する河道へ排水するために構築されたもの

と推測される。

調査地東端では溝と溜池と思われる落込みを検出

した。溝は北東方向から流入して溜池に繋がってお

り、本調査地北側の河道から溜池に導水するために

開削されたものと推測される。しかし溝内には導水

に伴う砂礫が堆積していたが、掘り直されることな

＜埋没しており、使用期間は溜池よりも短かったも

のと思われる。溝埋没後は耕作地が拡張されてい
図2.11 平安時代～江戸時代の遺構 北から

た。溝は幅 170~ 200cm、深さ 80cmである。

溜池は西肩の一部が検出されただけで、平面形等は不明である。深さは

100cmである。前記の溝が埋没した後も、この溜池は農業用水の供給源として

機能していたようであるが、人為的に埋められ、耕作地の拡張が図られてい

た。図2.31、4・ 5の青磁碗・東播系鉢および土師器皿・瓦器椀の細片などの

出土遺物から 14世紀頃に埋没したものと推測される。

平安時代の住居関連遺構としてピット、井戸を検出した。

井戸は調査地内の東南部で検出された。調査最終日にこの井戸は崩壊したた

め堀方の図化は行えなかたっが、以下のようなことが指摘できる。

井戸の築造当初の構造は方形横板組み隅柱横桟止めである。隅柱は縦約 8

し」、；ィ

図2.12 暗渠断面 図2.13 井戸石組南から 図2.14 井戸木枠北から
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図2.15

井戸内堆積層

北から

図2.16

井戸完掘状況

北から

図2.18 井戸枠北側4段目

図2.19 井戸東側上段桟木
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図2.17 井戸実測図 (1/40) 
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cm、横約 12cm、長さ 200cm以上の材で、約 80cmの間隔で立てられていた。
• 9 9-・心'.....，以，匹・ • μ叱＇』．…：ー" -:.“・ Uヽ• ・螂・ -・  • ~’巴

井戸の底部は標高 17.37mで、図2.22に示した第8-8層からの湧水を利用して

いたようである。井戸底部から約40cmと160cmにあたる隅柱の側面にはほぞ

穴が穿たれ、一辺4cm程の桟木を差し込んで4本の隅柱が固定されていた。

井戸最上部の枠板は劣化と土圧によって倒壊していたが、東辺で 7枚、西辺で

8枚、南辺で8枚、北辺で6枚が原形を保って遺存していた。北側の井戸枠部

材を例示すると、幅8~ 32cm、長さ 88~ 136mの板材と直径約 11cm、長さ

,＇叫＂呻臼＂＂心"-巴：·， ..p•••:·}＂畔＂＂苧""-...'匹＂＂匹＂＂• 103cmの丸太材を粗く削って面取りしたものが1点混用されていた。枠材の両

端はT字状になるように上下からコの字状のえぐりが入れられ、相欠などの技

法で枠材を組み合わせることにより、隅柱への荷重を軽減して井戸全体の構造

が強化されていた。

またこの井戸は、最上部の木枠の劣化によって、図2.13に示したように石組

みによる補修が行われていた。北辺には長辺30cm以下の石6個が1列で並ん

でおり、南東隅に相当すると思われる石も 1個遺存していた。またこの補修時

に井戸内の浚渫も行われたようで、底部に約10cmの中粒砂～細礫混じりシル

トの堆積層が認められただけで、それより上位はオリーブ黒色の細粒砂～細礫

混じり粘質土によって人為的に埋められていた。その埋土層からは元来枠に使

用され、廃棄時に落とし込まれた石が数個出土した。井戸内からは図2.37~ 

47に示したように黒色土器、須恵器、土師器、緑釉陶器などが出土し、 10世

紀後半頃に埋没したものと考えられる。

ピットは本調査地内の西側でのみ検出された。上部を後世の

耕地造成によって削平されていたが、中世～近世の棚田上位面

に相当する範囲で2個、下位面に相当する範囲で 5個が確認さ

れた。前記井戸の検出と考え合わせて、当時本調査地が居住域

であったことが推測される。またピットの埋土はいずれも黒色

の粘質土であった。ピット内からは平安時代の土師器細片が出 図2.20 旧河道東側断面

土しており、井戸と同じく 10世紀後半頃に埋没したものと思わ

れる。

旧河道は調査地南部で北肩の一部が検出された。幅550cm以

上、深さ 230cmを測る。断面の観察から人為的な河川管理の痕

跡が確認された。旧河道の北岸は階段状に掘削され、北方へと

拡幅されていた。最下層の旧河道内35層には、巨礫以下を含む

中粒砂～極粗粒砂が堆積していた。旧河道内 34層はシルトプ

ロックを含む粗粒砂～シルト層で、北岸の拡幅時の廃土を旧河

道内に投棄したものである。こうした投棄された層や河道内を

浚渫した廃土層は、下流にあたる旧河道内の西側に厚く盛られ

ていた。そうすることによって河道内の水流を弱めて貯水し、

その水面へと降りるために北岸が階段状に掘削されたものと推

測される。旧河道内 31~ 33層はそうした状況下で東南東から

堆積した層である。旧河道内33層堆積時は滞水状態にあったと

思われ、植物遺体層中に粗粒砂～中粒砂のラミナが認められた。

その後やや水の流れが速まって旧河道内31・ 32層が堆積し、河 図2.21 旧河道南側断面

道内が浚渫され、旧河道内30層堆積後、再び河道内が掘削され

たが旧河道内29層によって人為的に埋められていた。その後、河道内の階段

状の北肩の崩落などによって旧河道内28層が堆積し、次いで緩やかな流れの

中で旧河道内26・27層が、それより速い流れの中で旧河道内 7階が形堆積し、

旧河道内 1~3層が投棄されて完全に埋没することとなった。

出土遺物が少ないために上記の復元過程の各段階に詳細な年代を与えること
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8-8 IOYR2/2黒褐色シルト～肖II躾

8-9 IOGY5/I社1天色」：部はシルト、下部はl|l粒砂主休 l|l礫を含む

8-10 IOGY3/I II粁紐灰色砂質礫

河24 IOYR4/3にぶい）惰褐色絹1|f.［砂～斜lI礫混じりシルト

河25 5GY4/I オリープ灰色 1•1•l粒砂～俎lI礫混じり粘土 角l1粒砂～中粒砂のプロック含む

河26 5GY3/l llt'i緑灰色机粒砂～肖II礫iJもじりシルト

河27 5GY5/I 緑灰色 •5Y3/I オリープ黒色粘土

河28 7.5GY4/i 11i'i緑1灰色シルト～祖II粒砂

河29 502/1緑黒色砂伐/11!1¥'il 大礫以下を多•:,t含む

河30 7.5GY4/I lli'i緑灰色細粒砂

河31 IOY3/Iオリープ黒色シルト～科ll粒砂

河32 7.5GY4/I II紆緑灰色科l|罪~11礫混じりシルト

ill[33 7.5Y3/2黒褐色植物迅体糾l粒砂～1|．l粒砂のラミナ

河34 2.5Y3/3 Iii} オリープ褐色シル 1、～ ~I|粒砂 シルトプロックiJ―tじる
河35 5GY3/I Iii}オリープ灰色I|l粒砂～柘l1l粒砂 l|1亮以下を含む

図2.22 旧河道東側断面図(1/80)
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は困難であるが、図2.30、2・ 3などの出土追物から、最終的には古墳時代後

期の6.,止紀末～71止紀初頭頃に、この旧河道は人為的に埋没させられたものと

考えられる。

2.2.3出土遺物

今回の調査では古墳時代～江戸時代に至る土器、瓦、石器、金属器、動物造

休、植物遣休などが出土した。以下に実illlj図、拓影、写真を掲載したものを巾

心に、各層位、追朴i［ごとに出土逍物について簡潔に記しておく。

棚田造成時の盛土層である第5層からは土師器、須恵器、瓦器、瓦、土製品

などに混じって、伊万里焼などの国産陶磁も出土した。そのため第5層の時期

を江戸時代に比定できる。図2.27に示したように、土製品は上器の体部を円

盤状に成形されており、直径は 3.2cmと4cmのものが出土した。

耕作土層である第6層からは土師器、須恵器、瓦器、黒色土器、製塩土器、

瓦、金属器に混じって伊万里焼などの国産陶磁も出土した。しかし本層下面で

検11:!~1 された暗渠や鋤跡には国産陶磁は含まれていない。そのため第 6 層が耕作

土として使用された時開」は、中懺～江戸時代の長期間にわたるものと考えられ

る。本層出土金属器は図2.23~ 26に示したような銭貨、鉄釘、鎌と思われる

鉄製刃物の断片、銅製の煙管の吸い口である。出土銭貨は元豊通賽 (1078年

初鋳）ともう一点は不明である。これらの背面はいずれも平坦で、外緑の段が

認められないことから模鋳銭であろう。

旧河道内からは図2.29・ 30に示した土師揺、須恵器のほかに製塩土器、馬歯

が出土した。 3の須恵器高杯は長脚 2段透かしの脚部で、たちあがりは低く扁

平な杯部が伴う。こうした特徴を持

つ須恵器の出土から、旧河道の埋没

年代は古墳時代後具）」の 61仕紀末～ 7 

枇紀初頭頃と雅測される。

心
図2.23 第6層出土銭貨拓影
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図2.25 第 6層出土金属器 図2.26 第6層出土金属器
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図2.24 第6層出土銭貨
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図2.27 第5層出土土製品
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図2.28 旧河道・溜池出土遺物実測図

図2.29 旧河道出土須恵器
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ミ
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/f• --— 図2.30 旧河道出土須恵器・土師器

梱池からは図2.31に示した青磁碗、東播系鉢の外に土師器、須恵揺、瓦

器、瓦が出土した。 5の鉢の口緑部が緩やかに外反し端部が上下に拡張

されるという特徴や、共伴した土師器皿・瓦陥椀細片などからして、こ

の溜池の塊没年代は 14批紀頃と誰測される。

第7}層からは土師器、須恵恭、黒色土描、緑釉陶揺、製塩土料、瓦が1':l:11

上した。土師器は図2.34・ 35に示したlill.椀・杯・蓋のほかに甕・羽釜

の細片も出土した。須恵器は図2.33・ 34 に示した杯•長頸壺のほかに甕．

ノ._L
G

2
 

5
 

杯蓋の細片もt|：'1土した。図2.35に示した黒色土器椀12は、内而には全体 I --/し---,.,......, ·• 

に炭素が吸着している。 瓦は平J：しに況じってl翌12.36にホした軒丸瓦が2

点出土している。本調査地の北求370111に鉛座する石切幼（前神社塙内で実
図2.31 溜池・土城出土

施された法通寺跡の発掘調在ては、183．点の軒丸瓦がIIi上しており、その
．／ 土師器・陶器・青磁

うちの 3点が直径 13.3cmの三重厖文庫f丸瓦であった（7)。今回出土のii斤丸瓦は

復元直径13.8cmと11.2cmで大きさは異にするものの、同じく菫屡I文である点

ば注目される。

井戸内からは土師描、須恵器、黒色土器、緑釉陶辟、製塩土揺、瓦、植物遺

体が出土し、堀方からは土師賂、須恵揺、黙色土器、緑釉陶梱、製塩土器、瓦

が出土した。井戸内出土の土『i|i器では皿・杯類が多く出土し、甕や羽釜の細片

が混入する。図2.38に示したように皿もしくは杯の底部に穿孔の痕跡が認め

られるものもある。 17・ I 9の皿は外面下半はオサエ、口緑部は横ナデによっ

て外反し、 [l緑端部は内側に丸められている。 17の描壁は2.5mmと薄い。色

調はいずれも白色系である。須恵悩は図 2.39 に示した杯・藍•長頸壺のほか

4
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図2.32 第7層出土遺物実測図
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図2.37 井戸出土遺物実測図

図2.34 第7層出土須恵器・土師器
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図2.33 第7層出土須恵器

一

16 

14 

図2.35 第7層出土土師器・黒色土器 図2.36 第7層出土瓦

19 

18 

図2.38 井戸出土土師器

17. 

図2.40 井戸・包含暦出土緑釉陶器
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図2.39 井戸出土須恵器 9・ 黒色土器
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図2.41 井戸出土緑釉椀
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図2.42 堀方出土瓦
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図2.44 井戸出土モモ

図2.43 井戸出土石器
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図2.46 井戸出土ブナ科
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図2.45 井戸出土クルミ

図2.47 井戸出土ヒシ

に甕の細片が出土した。図 2.39に示した黒色土器椀は、いずれも内外面に炭

素を吸落させたタイプである。これらの黒色士器椀と 17・ 19の土師器皿の特

徴から考えて、この井戸は 10冊紀後半頃に廃棄されたものと椎測される。図

2.40 ・ 41には緑釉陶器を示した。 23の碗および図2.40中の碗口縁都の細片 2

点と有段輪高台の細片 1点が濃緑色、その他は淡緑色の色調を呈する。なお濃

緑色の 4点と、 24を含む円盤状高台の細片 2点が井戸内から出士し、その他

は包含層から出土した。また井戸内からは図2.43に示した石器も 1点出土し

た。両側而には輻 7mm以下の溝が数条刻まれている。こうした溝に滑り止め

や固定のために、植物の蔓などが巻き付けられたものと推測される。井戸堀方

からは図2.42に示した丸瓦が出土した。凹面には布目痕、凸面には縄目痕が

認められる。

また井戸内からは人工的な逍物ではないが、当時の人々の食生活や自然環境

を探る手がかりとなる植物遣体が出土している。図2.44~ 47に示したように

モモ・クルミの核、ドングリと通称されるブナ科の堅呆、ヒシの子葉などが検

出された。

2.3まとめ

最後に、今回の調査で検出された遺構を基に、調査地内における土地利用形

態の変遷を記してまとめとする。

本調査地内で検出された最も古い遺構は旧河追である。その開削時期は不明

であるが、古墳時代後期には人為的に埋められていた。この旧河道は数回浚渫

され、また北肩は階段状に掘削されており、そうした廃土を旧河道内に投棄し

て流れをせき止め、貯水を行うという河川管理が行われていた。当該期の住居

関連遺構は検出されなかったため、ここでは古墳時代の本調査地を利水の場と

捉えておこう。

次の選構が確認される時期は平安時代である。ピット、井戸が検出されてい

ることから、当該期の本調査地が居住空間であったことが判明する。遺存して

いたピットの分布を見る限りでは、建物は調査地の西半に拡がっていたようで

ある。しかし 10批紀後半頃には建物や井戸は廃絶する。

その後、本調査地は耕作地として利用され現代に至る。まず本調査地が耕地

として造成された段階では、南北方向を基軸とする棚田が造成される。これは

南方を流下していた旧河道の浸食によって形成された標高差を効率的に利用し

ながら、ベース屠を削平することによって造成される。また調査地東端には、

溜池と導水のための溝が掘削されるが、埋め戻されて耕作地の拡張が図られ

る。こうした南北方向を基軸とした棚田形態による耕作地は、江戸時代まで継

続される。江戸時代に入ると、その詳しい時期は不明であるが、棚田の再造成

が行われ、これまでの南北方向から東西方向を基軸とする棚田に変化する。前

代の棚田下位面には生駒山側の東方から）I|月次客土が盛られ、棚田斜面には石垣

が組まれる。こうした東西方向を基軸とする棚田形態による耕作地は、近代ま

で継続される。その後、中位面と下位面に客土が盛られ、本調査地は平坦な耕

作地として造成され近年に至った。

古墳時代 平安時代 中1U:～近Ill:

一↓ ¥＼ ¥4 
＼＼ 

図2.48 遺構変遷模式図
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